
東京2020大会について

豊かな芸術文化・スポーツ活動
を育むまちづくり宣言
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聖火リレーについて

１ ルートについて
○ 組織委員会から，聖火リレールートの概要が公表
○ 調布市は第7日目の7月16日（木）のスタートとなることが決定
○ より詳細のルートについては，年末ごろに組織委員会より公表予定
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実施日 実施区市町村 セレブレーション会場

1日目 7月10日（金） 世田谷区⇒狛江市⇒稲城市⇒町田市 町田シバヒロ（町田市）

2日目 7月11日（土） 多摩市⇒日野市⇒昭島市⇒八王子市 富士森公園（八王子市）

3日目 7月12日（日） 檜原村⇒奥多摩町⇒日の出町⇒青梅市⇒瑞穂町 瑞穂ビューパーク競技場（瑞穂町）

4日目 7月13日（月） 羽村市⇒あきる野市⇒福生市⇒武蔵村山市⇒立川市 TACHIKAWA STAGE GARDEN（立川市）

5日目 7月14日（火） 国立市⇒国分寺市⇒小平市⇒東大和市⇒東村山市 国立療養所多磨全生園（東村山市）

6日目 7月15日（水） 清瀬市⇒東久留米市⇒西東京市⇒小金井市⇒府中市 東京競馬場（府中市）

7日目 7月16日（木） 調布市⇒三宅村⇒神津島村⇒新島村（新島・式根島）⇒利島村⇒大島町 仲の原園地（大島町）

8日目 7月17日（金） 御蔵島村⇒八丈町⇒青ヶ島村⇒小笠原村（父島・母島）⇒三鷹市⇒武蔵野市 武蔵野陸上競技場（武蔵野市）

9日目 7月18日（土） 杉並区⇒中野区⇒練馬区 練馬区立練馬総合運動場公園（練馬区）

10日目 7月19日（日） 豊島区⇒板橋区⇒北区⇒足立区 東京都中央卸売市場足立市場（足立区）

11日目 7月20日（月） 葛飾区⇒江戸川区⇒墨田区⇒荒川区 南千住野球場（荒川区）

12日目 7月21日（火） 台東区⇒文京区⇒千代田区⇒中央区 中央区立浜町公園（中央区）

13日目 7月22日（水） 江東区⇒大田区⇒品川区 しながわ中央公園（西側広場）（品川区）

14日目 7月23日（木） 目黒区⇒渋谷区⇒港区 港区立芝公園（港区）

15日目 7月24日（金） 新宿区 ー

【聖火リレールート概要（東京都）】



２ ランナーの募集について

○ 応募要件のポイント
• 2008年4月1日以前に生まれた方
• 国籍・性別を問わない
• 走行を希望する各都道府県にゆかりのある方
• 自らの意思で火を安全に運ぶことのできる方
（ただし，介添えスタッフのサポートは必要に応じて可能

• 政治的・宗教的メッセージを伝えることを目的とする方は聖火ランナ
ーになることはできない。

• 公職選挙法に規定する公職にある方（国会議員，地方自治体
の議員・首長），公職の候補者や候補になろうとする方，政党
や政治団体の党首及びこれに準じる方は聖火ランナーになることは
できない。

○ 応募先
• 東京2020聖火リレープレゼンティングパートナーである「日本コカ・コー
ラ」，「トヨタ自動車」，「日本生命」，「ＮＴＴ」の４社と，「各都道
府県実行委員会」から応募可能

○ 応募期間
• 6月17日（月）～8月31日（土）日本コカ・コーラ株式会社
• 6月24日（月）～8月31日（土）トヨタ自動車，日本生命，NTT
• 7月1日（月）～8月31日（土）各都道府県実行委員会

○公募主体
東京都聖火リレー実行委員会

○公募期間
令和元年７月１日（月）から８月３１日（土）まで

○公募人数
１６５名（１区市町村当たり数名程度）

○応募方法
・公募期間内に東京都聖火リレー実行委員会の募集特設サイトから，応募フォームに必要事項を入力
・または，都庁や都内区市町村に置いてある所定の応募用紙に必要事項を記入し，東京都聖火リレー選考事務局まで郵送にて提出
※調布市では，市役所８階オリンピック・パラリンピック担当で配布

○選考方法
応募の際に記載した走行希望区市町村ごとに選考を実施

○当選発表
・令和元年１２月以降，東京都聖火リレー実行委員会より，当選速報が通知される予定
（ホームページから応募した方はメールにて，郵送にて応募した方には郵送にて連絡）
・その後，東京2020組織委員会から，当選された方に対して，正式な当選通知が送付され，その通知をもって発表と代える。
（落選された方への連絡はなし）
・当選発表の詳細が決まり次第，公表される予定

東京都聖火リレー実行委員会による募集概要
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○ その他
• 私的な宣伝・ＰＲ行為はできない
• 聖火ランナーは，組織委員会が支給するユニフォームを着用し走行
• １名当たりの走行距離は約200メートル
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東京2020テストイベントと連携した取組について
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項目 内容

大会名称 UIPM2019近代五種ワールドカップファイナル東京大会

主催 公益社団法人日本近代五種協会
国際近代五種連合（UIPM）

券売 無料

日程 2019年6月27日（木）～6月30日（日）

競技会場 武蔵野の森総合スポーツプラザ（メインアリーナ，プール）
東京スタジアム AGFフィールド

競技 男子個人，女子個人，ミックスリレー

アスリート数 合計72名（男子36人，女子36人）

【大会概要】

【調布市の関わり】
○ 広報協力
○ オープニングセレモニーや大会期間中でのパフォーマンス協力

（調布市体育協会，調和SHC倶楽部など）
○ 木島平観戦ツアーへの協力

近代五種



30

当日の様子①
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当日の様子②
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項目 内容

大会名称 READY STEADY TOKYO – 自転車競技（ロード）

主催 東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会

日程 2019年7月21日（日）12時スタート

競技会場 スタート：武蔵野の森公園 ゴール：富士スピードウェイ
（距離：179km）

参加チーム数 ナショナルチーム9チーム
UCIコンチネンタル11チーム

【大会概要】

【調布市の関わり】
○ 交通規制の周知協力

○ コースサポーターの配置
• 調布北高校生徒6名，調布南高校生徒1名，他職員8名の計15名がコースサポーター（ボランティ

ア）として資機材の設営・撤去，観戦者・歩行者の整理誘導等の業務に従事

○ スタート会場における競技本部対応
• スタート会場である武蔵野の森公園に設置された競技本部において，他自治体職員とともに大会関

係者として競技運営に従事

自転車ロードレース
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当日の様子（スタート地点）
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当日の様子（コースサポーターの活動，沿道）
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【自転車ロードレース都内通過8市合同PR映像の作成】

○ 経緯
• 東京2020オリンピック競技大会の自転車競技ロードレースの都内のコース通過自治
体である多摩地域8市（府中市，調布市，三鷹市，小金井市，稲城市，多
摩市，八王子市，町田市）では，広域的に連携した事業として，合同PR映像
を制作した。

• PR映像を活用し，来年の本番へ向けてこれまで以上に競技への関心を高め，大
会の機運醸成と多摩地域の振興につなげていく。

○ PR映像
• Youtubeに「東京8市 smile road project」というアカウント名で登録
• URL：https://youtu.be/9eTEogz6erg

https://youtu.be/9eTEogz6erg
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項目 内容

大会名称 ダイハツ・ヨネックス・ジャパンオープン2019

主催等 主催：公益財団法人日本バドミントン協会
共催：東京都 後援：調布市，調布市教育委員会

日程 2019年7月23日（火）～28日（日）

競技会場 武蔵野の森総合スポーツプラザ

【大会概要】

バドミントン

【調布市の関わり】
○ 広報協力
• 市報・ホームページ・SNS等でのPR
• 全市立小・中学校児童・生徒へのチラシ配布
• 公共施設へのチラシ，ポスターの配架

○ 運営協力
• 会場外に展開しているキッチンカーの紹介

○ 市民招待事業
• 運営事業者と連携し，7月26日（金）分の市民招待枠のチケット80人分を無償で確保
• 1,243名から応募有。抽選の結果100人を当選者とした。（20人分は無償で追加）
• 7月26日当日の市民招待枠当選者へのチケット配付事業をおもてなしボランティアが対応

○ 木島平観戦ツアーへの協力
• チケットの確保
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当日の様子



38

車いすバスケットボール国際大会に向けた取組等について

1 大会概要

項目 内容

大会名称 三菱電機 WORLD CHALLENGE CUP 2019

日程 2019年8月29日（木）～9月1日（日）

競技会場 武蔵野の森総合スポーツプラザ

主催 （一社）日本車いすバスケットボール連盟
（公社）日本障がい者スポーツ協会

共催 東京都

後援 スポーツ庁，（公社）日本バスケットボール協会
調布市，府中市，三鷹市，調布市教育委員会
府中市教育委員会，三鷹市教育委員会

チケット 入場無料（一部アリーナ席有料）
※8/29及び8/30は全席無料

参加国 オーストラリア，イラン，韓国，日本

事前キャンプ 調布市：日本，韓国
府中市：オーストラリア
三鷹市：イラン

2 調布市の関わり

○ 市内小・中学校による競技観戦
→参加児童・生徒約1,450人

（富士見台小，上ノ原小，北ノ台小，飛田給小，国領小，調布中，第六中）

○ 練習試合観戦，その他セレモニーへの協力など（予定）
○ 広報協力
○ 木島平観戦ツアーへの協力
○ 競技ボランティア募集への協力
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調布駅へのカウントダウンボードの設置について

○ オリンピック・パラリンピックへ向け，オリジナルカウントダウンボードを作製
○ 7月24日のサマーフェスティバルで除幕式を実施
○ 東京2020大会への機運を高めるため，調布駅構内へ設置


